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水稻晶種作付比率の決定方法

一収益の安全性を中心ごして一

京　野　頑　一

　1　はしがき

　本道稲作農業が，冷害によって如何に決定的

な打撃を受けろかは，昨年。一昨年とっついた

冷害による農家経済の破綻として，いまだわれ

われの記憶に新たなところである。この冷温に

よろ被害を最小限に止める方途をこうずること

は，現下本道稲作農業にとっての緊急の課題で

あると言わねばならぬ。このため，とられてい

る手段としては，通常次の如ぎものがある。

　1晶種改良

　2　育苗技術の改口

　3水の管理

　4　施肥技術の改善

　5ニヒ地改良ζ宥；々

　これらのものと並んで重要なものに品種の選

定並びに作付比率の決定の問題がある。即ち

「如何なる語種を，如何なる割合で作付けする

ことが，冷害克服の手段として，より合理的で

あるか。」という問題である。勿論，この託種の

選定あるいは作付此率の決定も，その他種々の

観点より考えられねばならぬだろう。今それら

畠種の選定乃至作付比率の決定に関係するであ

ろうと翫られる点を刻挙して見ると次の嬬

である。

　1　耐病性，i耐虫害性

　2倒伏への抵抗渡

　3土質への適合度

　4子実の品種の優劣　等々

　ここでは，これらの諸点にはふれずに，専ら

冷害克服の手段としての品種選定並びに作付比

率決定の問題を取上げんとするものである。

　一般に水稲は，品種によって，あるものは高

湿時に多収を示し，またあるものは，萬潟となっ

ても左程多くの収塁を示さないが，低温1こ対し

ては，相当の収鍛を示すであろう。勿論この気

’温と義塾との関係は，岡一品種であっても，水稲

栽培技術の状況に応じて相異するであろう。

この点については一一芯他の条｛牛を一定として，

問題を取扱うこととする。しからば冷害に対処

すろためには，最も冷温に強いところの晶種を

作付けすれば良いことになるのか，闘題はその

ように単純ではない。・農家もまた企業薯である

以上は，自己の収益のより大であることを望

む。一般に言って，耐冷性晶種は，高温に遭遇し

ても，左程大なる収量を示さないようである。

もしも高温であるならば，冷温に弱くとも，高

湿時に大なる収量を与えるところの凝種を作付

けすることが蒋利であることは当然である。し

かしながら一部の農家のなす如く，万一の高温

を予想して，冷温に弱い高温多気穫品種のみを

作付けする如き，雨漏1勺行動は，長期間の経済

的安定を嗣指すべき農蒙としては厳にい零しむ

べきであり，また冷温に襲われた場合の備えと

して，．耐冷性品種一一一それは一般的にあまり大

きな取鼠を与えない一一のみを作．1寸けすること

も，策のないやり方である。

　従って問題は次のようなところにある。即ち

農家が水稲の作付けを決定する時期に，その年

の水稲成育過程にあらわれる所の夏期気温を，

適確に予知し得ないことである。従って，私が

ここで敢上げる問題は，次のようなことにな

る。即ち「春期作付け決定に際して，その年の

夏期気温が，どのようにあらわれようとも，最も

有利な，安全な収疑を，従って収益を約束する如

ぎ水稲品種の選定艶びに作付け比率の決定を，
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どのようにすれば良いか」である。

　2　問題の定式化

　次に，これを解決するために，如何なる方法

が考えられるであろうか，闊題をほぐして行き

たいと思う。

　まず各自種毎の水稲収最が気温により決定さ

れる（／）と考え，気温を変数とし，水稲反臣を函

数とする反収と気温との関係式く回帰方程式〉

を設定するく2）

　（1＞永櫃の双蟻は，土質・臆料δ載培管理。

　　気象条件等，種々なる要閣によρて影響さ

　　れるものと考えられる。就中，気象条件は，

　　その影響力最も大であろう。且つ気象条件

　　中気温が最も影響力強い。

　（2＞7k稲取蟹に大なり小なりの影響を与える

　　ところの要因数多くあるのに，かかる気温

　　のみの函数と考えることは，いささか大胆

　　であると考えられるかも知れぬが，この点

　　については，また後にふれることとする。

　今仮りに①，②，③の三脚種を考えることとす

る。例えば，①品種は高湿．に対しては多収であ

るが，冷温に禮遇するや，たちまちその叡量を

滅ずる如きものであり，②慰種は醐温に対して

左程雑なる収羅を示さないが，しかし低温に対

しては，相当程度の収蹴を与える如きもので，

③扇種は両町の二二約性質を持つ竜のであると

する。しかして，この三者の気温を変数とする

反収の函数武がA（り，∫2（彦），んωと確定され

たとする。但し，この場合，気温’としては，7，

8月前平均気温をとるものとする。（3）

　（3）水稲反収と気温との関係は，水稲栽増の

　　全期間を通じて正の絹関にあるが，就中，

　　7月，8月の平均気温との網関が最大を示

　　すことが知られている。

　しかして，これら三落種をκ1，κ2，．物の割

奮で作付け’することとし，．作付水田総面積を1ぐ

反とする。但し，絢十窪2十κ3＝1，簸；ゑ0，κ2≧

0，κ3≧0である。しかる時，この問題は次のよ

う｝こ定式化され得る。

　　　κ1十ぎ2十κ3麟1

　　　　　　κ1読O

　　　　　　l：訓………∵
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なる条件の下で，

　　　κ｛κ1∫！（彦）一卜罪2／2（の十κ3fl玉（∫）｝・曹唇…　（2＞

なる式の値を，最も有利にするところのズ1，

範，掬の値を求めることである。

　ここで『最も有利である』としたのは，次の

ような事を意味する。即ち，変数である気温の

あらわれ方は，ズ1，物，κ3の比率を決定すべき

時期において不確定（ある程度予知しうるとし，

ても，それはあくまでも推定であって，ある一

定の幅をもたせて，その推定三二を激扱う必要

がある）なるため，気温．ががどのよう｝こあらわ

れようとも，それに関せず有利である如き決定

の仕方を考えねばならない。従って，かかる状

況下では，上記収il＝i二を与える式（2）の最：大を求

める如き従来の手法は，適正し得ないのであるQ

これを解くための原理としては，ど）しても，

ノイゼソ・モルゲンシュテルンに由来するとこ

ろのミニ。マヅクスの原理によらねばならない

と考える。かかるミニ・マックス的解決を，こ

こで鍛も有利な解決と言ったのである。

　しかしながら，更に考慮せねばならぬことは，

∫fα）なる函数についてである。先にもふれた

る如く，水稲収1設は気温のみに関係するもので

はなく，その他多くの関係要因が存在する。

　従って実際には，それら諸要因の影響によっ

て，その反収値はゐ（のなる推定反収偵の上下

に変動するのが常である。私が先に，水稲収量

を気温のみの函数として取扱うことが大胆であ

る云4に雷及したが，それは，水稲二曲を気温

との関係で捉えること慮体に澗題があるのでは

なく，それをみ（ののままで取扱うところに，そ

の二二さがあるのであって，ゐωを手がかりと

して気温以外の諸要町による二二の変動を考慮

しつつ西（りを取扱う時に．は，上述の如き非難

は，解消されるものと考える。

　私の今後の象扱いには，この点十分に考慮さ

れている。

　しかして，かくの如く水稲収量を表（ののみ

ならず，その上下への変動をも併せ考えて行く

時には，前記（2）式の有利な値を見出すための

ツゴ法としては，最早や，ミニ。マックスの公式

競りの適期は困難となってくる。私が試みたこ

の問題の解決方法は，原理的にばミニ。・マック



スに依存するも，更に現在の問題に妥当する如

き方法である。以下，そのことに，ついて述べて

行く積りである。

　3　水稻反回と前回との論調式の設定

　気濾（7，8月の平均気温）により，反収の大

きさが決定される関係は，岡一昂種についても・

地域により異なるであろう。私は一例として，

札幌地方について考えることとする。札幌塘方

で絹いられている水稲の優良晶種としては，糀

を除いておよそ次の如きものである。

　　農林15｛弓・，　農4本19号，　農林20号，　石ヨ守

　　白毛，冨國，栄光，中生栄光，娩生栄光

　私は問題の単純化のために，上記品種中，次

の三条件に従って，それぞれ晩生栄光，農林20

号，栄光を，その典型的なものとして選んだ。

　1）　高温時（あるいは平年気温以上）には，　　・

相当の多収を示すが，低温にあえば，その減収

著しいもの一一般に言って晩生種が，このタ

イプに属す。

　2）　高温（あるいは平心気缶以上）になって

も，大して収量多くならないが，低温に対して

は抵抗力強く，面当程度の収猛を示すもの一

一般に，早生種がこのタイプ｝こぞくす。

　3）　両紙の中聞的性質を示すもの一一般的

　　　　　　　　　　　　　第1図
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に，中生山が，このタイプにぞくす。

　これらの三品種について，北道農業試験場本

場（札帳1郡琴｛以町）における試験成績，即ち昭和

15隼以降の冷床標準施肥による反塔～値を薦い，

気温としては，札幌気象台発表の7月8月の平

均気温を用いた。以下，上記三品種に．ついて，

その反収値と，7・8月の平均気温との関係式を

求める過程並びに結果を，簡単に示すこととす

る。気湿と反収との関係式としては，二次拠物

線の方程式

　　y二〇彦2＋6∫＋o…一…・……………・（3＞

　　　　　｛　　　　　夕は反収，≠は気温，

　　　　　　σ，う，oは常数

を絹いることとした。その理由は，気温の上昇

と共に反堰は増加するが，その限界増分は漸次

逓減し，遂には零となり，更に気温が上昇する

時には，反収はむしろ減少して行く（のと考える

のが妥当だからである。

　（4＞かかる気温は，おそらく現寅においては

　　実現されないであろう。

　まず，晩生栄光について述べる。その昭和15

年以降の気温との対応関係を承したのが第1図

である。この資料に殿小自乗法による（3）式の

曲線当はめを行った結果は，

7，8月
平均気温　反
（tOC）　　　　　　　　　（石）
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晩生栄光の気温と反服との関係図
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　　ぎ＝一6．59417十〇．73217卜0．0134㍗2　　　　2図であって，その関係式は

であり1その推定の標準誤差は0．282石である。　　　　　y麟一1。50900十〇．28730’一〇，00婆06’2

　次に栄光について述べる。　　　　　　　　　　であり，その推定の標準誤差は0・318石である。

　その反収と二二との対応関係を示したのが第

　　　　　　　　　　　　　第2図栄光の気温と反収との闘係図
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　次は農林20号であるが，反収と気温の関係　　　であって，その推定の標準誤差は0・126石であ

は第3図の如くであり，その関係式は，　　　　　　る。

　　ソニー0．17889一｝一〇．17243≠一〇．902王6’2

　　　　　　　　　　　　第3図　農林20号の気温と旧版の関係麟

　　　i7，8月の1
無　次i平均気温　反　　　収
　　　1　　（tOC）　　　　　　　　（石）
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　4　水撃反魂牧盆と氣温との關係

　私はここで取益的に見て，最も有利な1制寸け

の決定を考えているので，蘭認の三品種毎の反

収と気温との関係式

　∵難鍔｝
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鋳ミ　　　　光；　5・一一L509GO十Q’2873Q護

　　　　　　一⑪．00406∫2

　　　　　　標準誤差（0・31S石）

農毒本20菱｝；　．v二鷹一〇．17889十〇．17243’

　　　　　　一〇．00216’2

　　　　　　標準誤差（0．126石）

し

　…（4）

を気灘と環当収益との関係式になおすことに

する。そのため1こは，米価並びに費用が問題と

なる。

　まず米価について考えて見る。米価は現在の

如き供出飼度の下では，品種による差や，品質

による差は無視して良い。ただ皐期供串が，可

能か不可能かによる所の早場米奨励金の差だけ

が問題となる。早場米奨励金は，昭和28隼度に

おいて次の如くである。

　　窒搭1糞葦」　1，300｝＝i］　　舅∫3莫珂　650pヨ

　　第2婆切　　　　900F弓　　　｛筋4翼潟　　400　F［ヨ

　一般的に言って，早生種は早期に供出可能で

あり，有利な価格条件の皿ヂで，晩生種は可成り

おそくなってからの戸出のみ可能であって，従

って不利な価格条件の下1こ；｝δいて｝供米行われ

るであろう。

　　　第1表

　今この間の事情を札幌地方の昭秘27年度に，

おける供出実績について，その早。中。晩毎の

f乍1寸け比率と対比させて観察して見ると第1表

の如くである。

　第1表で，第1のグループは，早生種は第2

期に，晩生種は第4期に，それぞれ供出されて

居り，中坐種は一部二欝2期に，一部第4期に，

そして大部分は第3期に供出されていると考え

られる町村である。第2のグループは，この早

・中・晩圃の作．けけ比率と，供出時期の問に，

産程の関係がないと考えられる例外的町村であ

る。第3のグループは，早生種は大部分第2期

に，残りは第3期に．供出さ潅㍉中生種はその大

部分が第3期に，そして残りは第4期に供出さ

れ，晩生種は第4期に供出されていると考えら

れる町村であって，気候約，土質的に札幌近．鰺

とは異なり，多少成育の遅れる地方と考えられ

る。従って，ここで取上げる札幌地方の水稲作

地帯としては，弟1のグループを主として考え

ることとする。第1表を図で表わしたのが第

4図であって，細線は各町村並びに平均のでノF付

比率の境界を示し，下より早。中・晩の比率を

和院地方における単ヒ。申・晩毎の作付比率と期毎の三脚二騰比率（昭和27年度）
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註；　括弧内はそれぞれ極早生種の作付比率並びに第1期の供雌量比率
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示している。また太線は供米時期の比率の境界

線を示し，下より第2期，第3期，第4期それ

ぞれの供出比率を示している。

　第4図　札幌地方における各町村の早。中

　　　　。晩別作1寸比率並びに期毎の供出実

　　　　績比率（昭和27年渡）

購％

lo

O

ノ

＼／
ノ

へ
琴諏篠跨勤口矧鴻儒鉱幌欝亨嶋’葺鑑萢妊手肉

　これによって児ると，第1グノレーブ，即ち札

幌地方稲作の中心地帯と列星えられる琴似，篠路，

江風当男｛1，新篠津の5力町村の平均において，

前述の如く，早生種，晩生種のすべては，それ

ぞれ第2期，第4期に，供出され，中生種の一部

は第2期に，一部は第4期に．，そして大部分は

第3期に供出されて屡り，その割台・は2期，3

期，4期の順で，それぞれ1．8：3．511．0となっ

ている。そこセ，ここで用いる米価としては，

石当り28年度の基準棚格8，200円に，各騨場米

奨励金を加えて，各品種次の如く決定する。

　i廣三生季重（1晩生麟ミゴ色）；8，200F弓一｝一400窪｝二＝8，6GO｝陽

　；二1・1生種（栄光）；

　　　＆…円・（900×1．8十650×3．5十400×1　　　　　L8十3，5十1）

　　　　　　＝8，200F讐十680円謂8，880Fq

　皐生種（農林20琴｝）；　8，200円十900円矯9フ10G｝コ…

　費用については，3晶丁丁に冷床，標準施肥

としているので，品種間には差はないものと考

え，一定とした。従ってここで考える反当収益

としては，反当の権収益を考えることになる。

　そこで，前述の（4）の気温’を変数としての

収籔を示す関係式を，粗収益を聞す関係式にな

おすとブそれぞれ次の如くになる。
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晦｛玉生栄プ己；　タ謀一56709．862十

　　　　　　6296．662’一一1三5．842ビ2

　　　　　　標準誤差（2荏25・2消）

刷き　　　ジξ1；　ン＝一13399，920十

　　　　　　2551。224∫一36．0528≠2

　　　　　　標準誤差（2798．4円）

農4＊20号；　ッニー1627．899十

　　　　　　1568。840∫一19．656ど2

　　　　　　標準誤差（1146．6円）

…（5＞

　5　作付比率の決定方法

　次に以上の三晶種の反当収益と気温との関係

式を用いて，作付比率決定の問題に入ることに

する。まず，（5）の関係式を示す図をかくと，

第5図の如くである。

　第5図三品種の反当収益為気灘との関係

　　　　式の示すグラフ
7．円

：：：　　　　／
ヨ

　　！ρ　婚多5　〃　　　　　ノ5　　　　〃　　　　　卸　　忽紹　‘「’　　　　之ど亡望

　これによって見ると農林20号を表わすグラフ

と，栄光を表わすグラフとは16．56。Cにおいて

交わり，栄光を表わすグラフと，晩生栄光を表わ

すグラフとは20，63。Cで交わっている。しかし

て，16・56QC以下の気温においては，農林20号

の駅益i最も勝り，16．56QC～20．63。Cの闘の気温．

においては，栄光の収益最も勝り，20．630C以

上の気温においては，晩生栄光が最も勝ってい

る。勿論各品種のグラフは，それ以上の気温の

噺でも再び交点を持つが・それは・最早環実に

は爽早しない気温となる故，各品種の他品種よ

り収益が優越する区別を上述の如く決定してよ

い。「かくして一応，ある年の7。8月の平均気温

を知ることが出来れば，何れの畠種を／ノ附けす

ることが有利であるかは決定されること．にな

るげ

　しかしながら，前述の如く，水稲収縫，従つ



て水稲収益は，気温のみで厳密に定まるもので

はなく，種々なる要因によつて，．乃（の0）．．ヒ下

に塾勧するものである。従ノ）て，かかる点をシ亨

慮に駈れての作卜190）決定方法1嵩　どi）である

か。この点を更に考察して見たい。

　そのために，次の二つの仮定を設ける。

　1　反：当収量，従って反当収益は，推定値の

上下に疋田分布する。

　2　気灘以外の他の要町の影響は，何れの品

種に対ぴても，同一方向，嗣一程度であるとす

る。即ち，ある晶種に卸十の（5）なる上方偏侮を

もたらす如き事情があれば，他の品種に紺して・

も，ッ」＋のなる上方偏碕をもたらすものとす

る。

　（5）σは，標準誤差である。

　この二仮定は，現実において，大休容認され

うるものであると考えられる。

　従って，各晶種の錫±7碗（但し，πは，3以

下の膚理数紛）の，ノ」を0から3まで変化させ

た二段階毎に，前述の方法と二様にして，二三

晶種の優越する区問を決定して，全体として，

二次元にわたる各品種の優越する領域（以後優

越域と呼ぶ）を設定して示したのが，築6図で

ある。

　（6）収益が推定取益値の上下に蕉規分布する

　　との仮定をおいている故，ノ±3びをとれ．

　　ば，その中に殆ど100％入ることがわかつ

　　ている。

　第6園の曲線は，三目種の優越域の境界線を

示す。即ち前述のッ渡♪娩のκを0から3まで

変化せしめた各段階での優越区問の境界点を連

らねた曲線である。従って，これによって，あ』

る年の7・8月の平均気焔を爽1ることが出来れ

ば，作付姥率の決定（そ湾もは》乃（りの上下へ

の変動を考慮している）がIT∫能となる。

　例えば，回りに7・8月の平墨勾気温を19。Cで

あると知ったならば，王90Cにおける気温軸が，

二つの境界四線と交わる点によって分けられる

気温軸の長さの比で作鑓’けすれば最も有利であ

ると言える。もしも仮りに，ある年の7・8鍔の

平均気温が，18。C～19．5。Cの闘に，あると，予

　　　　　　じ測し得るらば，各晶種の境界線と，ユ8。C壷びに

19．5。Cにおける気灘軸とで開まれた，それぞれ

の優越域の画調の建でイノ［解することが，最も窮

利であり，安全であると言える。

第6図　：・．こ品睡のli 叉誼の優越i或を押す1実1

　　　　　（その1）

ノ竪　　！5　　’6　　’7　 ／8　　’9　⑳　　2’　鐙　　23　　κ　　25　26　　卸　　お

　しかしながら尚・卜分ではない。第6図では，

推定鎮の近傍でも，離れた所でも等間隔に変動

の癩をとっている。即ち，ッ烈＝碗の所で竜，

鉛士2碗の所でも，v挫3のの所でも，そのような

反収値の出現の可能性を等しいと見ている。こ

れは明らかに．非現実的である。実際は，推定値

の近くの反収の実現の可能性は大きく，推定値

より離れている反収の実現の可能嫉は小である

はずである。従って，このような：出現の可能性

で以て，ウエイトした圏盛で，推定億の上下の

変動の蟷をとることが必要となってくる。そこ

で推定値のjl門下に反収が正規分布するとの仮定

の下で，前6妬め変動の幅（縦目盛）を，その

　第7図　三品種の収益の優越域を示す図

　　　　　　　　　　　　　　　（その2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵

第2表　気温溺の作付比率
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出現の確率で以てウエイトした目盛で修正し

て，前6図の優越域の図を書き・なおしたのが，

蒲の第7図である。この図について，第6図の

場合と岡．様の測定をすることに．よって，気潟以

外の要因による反収変動をも考慮しての，作付

　　　　　　　　　　　　第3表

比率の決定を行うことが出来る。今この第7図

によって，17。Cより23。Cまでの回気1掻につい

て，その作付比率を計算して見たのが，第2表．

である。　　　　　　　　　　、

　当然なことではあるが，低温になる程，晩生

気温推定に細ける標準誤差の計弊過程
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種は急激に，中生絹は徐々た減少し，単生蜜は

増加しており，高温に行く程，早生種は急激に，

中生種は徐々に減少しており，晩坐種は増加し

ている。　　　・、

　ところで一般的に，ある舘の7・8弩の平均気

温は唯一点で，何度と的確に予知しうるもの

ではない。種々の方法で予測することは出来る

が，それは，あくまでも雄定値であって，そこ

には当然推定の誤差が伴う。その誤差を考慮に

入れて，ある一定の幅をもたせて，その年の気

温を予測してこそ，始めて妥当な気魂の推定と

なり得るし，かかる形での推定蚕纏を，作付比

率決定のために用いてこそ，始めて妥当な作付

比率の決定をなしうる。かかる考え方に基づい

て次に昭和29年度の札幌地方における，3蝶番

の作付比率の決定の問題を取上げようと思う。

　8　昭和29年度札幌地方における

　　作付比率の決定

　最後に．，昭和29年度の札幌地方における作

付比率の決定を試みたい。そのためには，まず

昭和29無7。8．月の札幌地方の平均気温の推定

が行われねばならぬ。そのためには，札幌気象

台で行った明治22郊以降の周期分析による推

定気温を借用することとする。それによれば，

7月，8月の平均気温の推定値は，．19．6。Cと計

錦される。従って，その時の推定標準誤差を計

算して見ると，第3表の如くになり，その結果

は，次の如くである。

　第3表から

　　　…イ聯4陀灘難
　従って標準誤差

　　　・一》5暑書4一ゾ礁…

　従って，昭和29年置7・8月の平均気温は推

定値19．6。Cの上下に3σ即ち2。82。Cの幡をと

った気温の区聞16．8。C～22．4。Cの間にあると

比えば，まず100％確実であると考えて良い。

従って作付銘率の決定に当っては，第7図を用

いて，16．8。Cと，22，4。Cの気温軸の間の各品

種の優越域の颪積の姥を計鋒すれば，一応よろ

しいと考えるのであるが，庚に，もう一一一点考慮

することによって，結果をより妥当ならしめた

い。その点とは，次のようなことである。即ち，

気温の推定に当っても，反収従って反当堰益の

場合と同様，推定気温19石。Cの上下に変動す

るものであって・19・6Cの近鰺における気温は

起り易いが，19．6。Cから離れた気澱は，なかな

か起らない。換言せば，19β。Cの上下の気温の

実現の可能性の差を，ここで考慮すべきであろ

う。従って反収の場合と岡様，気温慰盛も，等

間隙にせず，各気温の出現の確率でウエイトし

た目盛を用いるべきである。野禽の目盛を，こ

のようにとって，第7図の各晶種優越域図を書

きかえたのが，次の第8図である。即ち第8図

において，横の気湿の目盛は，推定気温19β。C

を申心として，標準誤差094。Cの確率目盛に

してある。

　第8図三曲種の収益の優越域を示す図

　　　　　　　　　　　　　　　（その3）

磁

皇　　崇

蕩ρタα5い
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妙

震称。
σ

瑚・7ワ　’a／　　　　　　1q6　　　　　　　蹴5　2’5鄭

　この第8額に従って，各品種の優越する領域

の面積比を計寵すると，晩生栄光，栄光，農林

20号の順でそれぞれ22：71：7となる。従って，

昭和29年：札幌地方においては，．夏期気温：不確定

のまま（しかしながら，16，8。C以下，224。C以

上に．なることはない）最も合連的であり，安全

である収益を期待するためには，上記の比率で

三品種を作付けすることがよろしいこ，とにな

る。

7　おわりに

　以上で，私の考えた作1寸比率決定の方法を紹

介し終えたのであるが，最終的には第8図によ

り決定することが，最も合理的であると考え

る。勿論，年々推定気温は1晃なるのであるから，
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・日刊紹介・

　　　日本農業の盲点を開拓

　　　闘垣住雄i；著r草地農学」

　農叢経営上最も重要なものは，いうまでなく

土地である。土地は綜合的な労働手段の調和協

同を箭提として生産過程の一系列に参加してい

るのみならず，農博生産においては生産過程の，

搬勲としての位置を有する。それ故に，経営耕

地広狭が一般に経営単位の持つ生薩性を規定す

るということは既に幾多の証明を経ている。

　しかして，さらに土地そのものが生巌力に機

能するのは，土地そのものの持つ地力を通じて

行われるのであって，われわれは農業経営の発

展を考察する場含この双方を重要な一面として

問題とするのである。ひるがえって日本の農業

をそのような視点に立って考察すると。

　　①耕地面積が狭いこと。
　　②　地力維持において，興しく：欠けている

　　　、こと。
　前者きま，　日本農家の1戸∫｝二均8反3畝　（1950

年）で世界的最小規模である．

　後者は，米麦のような地力消耗作物の連単作

の竜たらす影響によって地力収奪の悪循環が繰

ヨ返されている。

　この零細なことと単作経営である外に，更に

露要なことは，それが膨大な人口を擁する労作

経営によって担われているということこれであ

る。したがってそそれの経営は資本の駅益を追

求するように営まれないで，むしろ霞家労賃の
報酬を追求するように運営される。このような
特徴はただちに日本農民の生活水準の低さに反
影し，入線の自主的な要求である生活水準の向
上に到ってはr欧米農民の生活水準のそれとは
比べ亡べくもない状態となる。欧牽農民の高い
生活水準はいうまでもなくいろいろな進歩の諸

条件に裏付けされているのであるが，それらの
粂件を究明しつつ著者は，特に賃本農業におけ

る耕地の零細性，地力維持方式の欠陥を指摘
し，屠本農業発展の窓はここからと，未利用資
源草地の開発育成用等，薯者半生の研究の結果
を取纒めたものである。

　この著は実に王4章754頁に及ぶ大著である。

第1章より3第章までは草地農業確立の必劉生
について，σ）草」也が陸地殖物∫｛包帯の約鷺を占め

ていること，（2）先逼三∫也の農楽は土1也牽占用に尋8い

ていずれも草地を基盤として発達して：襲たこ

と，（3旧本には広大なる草地が存在する，しかし

てこの草地地取の地率を拡大することが日本農

業を進歩発展せしめる条件である等。著者の草

地農学に関する独鶴的部分をなすものである。

第4章及び第5箪：は，草地農業が発展するため

の条件整傭を植物分類学的な立揚から窓明した

もの第6章及び第7章は土地資源を利用するに

は，まず土地のもつ自然約著聞と植物生産の間

に起っている現象を物理化学的な，あるいは植

物生理学的に正しく抱重しておかねばならぬと

し，そのような視点に立って一応の分析考察を

加えたものである。第8章は種類を異にせる家
畜と草種叢びに草質との関孫について貴重な資

料とその分析である。第9章及び第10章は草
地の生産力，草地の設定’と育成の方法及び草地

内改良等に関するもの，第11章嫉牧草栽培で主と

して栽培方式に焦点が向けられている，第12章

は牧草の収穫並びに貯蔵方式について，算13章

に草資源と土壌有機物との閥係，草資源の利用

と肥料経済について考察されている。第14章
は農藁先進圏9力醒たおける草地利用の態様，

経営成果等に冷する研究で，碧者の意企をこの

車で証明しようとしたものであると考える。

　本婁の特色は，草地農学確立の重要｛董三を全章

を通じて強調すると共に，それが流ちに実践に

移せるよう農学全般に関連せしめて究明された
点，各国における草地を基盤として発展せる国
々の農業経営方式とその成果を歴史的，実証的
に考察し，今後1における日本農業の経営方向を

創造した点にあろう。（中略）日本農業の盲点
として今日まで黒きざりにされていた蓋し大き
な部分が笹舟によつて開拓されたのであるζ，か
かる意味において学会，指導機関，警覗機関，一

般農畏に対して多くの示唆を与えるものと信ず
る、　　　　　　　　　　　　　（桃野作次郎）
　ま馬5彗判77（｝頁　一拳落100「q　　イ1癒1200円

　　　　　札幌市二三条酒3丁照8
　　　　　日本デーリィマン協会刊

第8潔iは年々書き改められねばならぬが，～地

域について，各品種における気温と反収との関

係確定すれば，作業は左程困雄ではない。

　私の場合は，簡単にするために，三晶種のみ

を取上げたが，晶種が多くなれは，第6図以降

優越域の境界線の数が増すのみである。もし，

如何なる気温に対しても，優越域を持たぬ繍種

櫨，図表中より消え去るであろう。

　また，私紘札幌地方に．ついてのみ考察した

が，他の地域｝こついても蝋様の試みが二二であ

ろう。勿論，隅じ栄光でも，地域によって，そ

の餌取の気温に対搭する仕方が，異なるであろ

う。要するに，一地域について，各日醐粉気

温と反収との関係式を作りうれば，第6図並び

に第7図は作られる。その限りでは，一応の作

付引率の決定は堪能となる。最後｝こその年の7

。8月の平均気温の推定がなされれば，第8図

が，作られることになる。（1954年：5月）
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